雑報 by unknown
Title雜報
Author(s)

































































































































































????????? ? ? ?????????????＝ ?? ? ?? ?? ?? 「? ??
????
?????
?????????????????
??
???????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????＝??
??
????﹇ 」 「
???
｛??????｛????????????｛??????????????????????????????????????????????????????????????????????????．?????????????????????????????????????????
??
??
???????
???
ペアR
??
雑 報 37
小遊星〔東京第1號〕の改正軌道
　さきに本誌第84號第134頁に〔Tol｛yo　I〕Eいふ新小遊星は，離心角62？遠
日1粘は天王星の外側にまでも届く稀代の珍星であるこεを，圖まで入れて
商始した・之れは東京天文皇ブレテン第3號（1927年九月20日登行）に出た
もので，軌道要素は蓮沼氏が1927年の一月23日，二〔1日，同7日の三回の
観測々定から算出したものであった・ミころが，今年七月30日附で歯並さ
れk東京のブレテン第19號を見るミ，1927年二月1日ミ7日の爲眞板測定値：
には誤りがあったこごが判明し，蓮沼氏が軌道計算をやり直しナこ．其の結
果，
近日黙通過
近日黒占引数
昇氣黒横経
軌道面の傾斜
離心角
属土毎日蓮：動角
長孚経（謝数）
公価週期
1924，5314
綴：ili｝（1927．0の春分黒日で）
　2　14　48．8
571”，681
0．526550
6．16347年
εなった．回れならばまつ普通の小遊星であって，何の攣哲もない，極め
て李凡な事件である．それにしても，奇抜な軌道要素を襲表して英米搦あ
ナこりの學者をびっくりさせナこのは一寸罪なこεであった．
　ちなみに〔TQkyo何番〕ξ呼ばれる小遊星は，最：近第15號まで進んだ，
　　　　　　　　　　　京都でも小遊星登見
　去る八月二十七日早曉，京都大學天文皇の中村要証は16センチの反射鏡
で春分鮎附近の爲眞を撮ってみた際，一つの新しい小遊星を嚢心した．光
度はユ4等級である．八月27日xS，九月；4日ご，同10日ざの此の星の位置か
ら柴田淑好心が下の如き軌道要素を算出しナこ．
ll舞陣触　灘轍謝吟
　長牛径（劃数）0．39777
であって，倫ほ数ケ月は観測される筈．（本會ブレテン第143號参照）
38 雑 ?
?
　　　　　　　　　　　　「年鑑」編輯だより
　天文年鑑第1巻（本年號）は直行が熟れて皆が頁れ行きを心配しナこに拘ら
す一般首書界の時好に適したε見え，獲費後まもなく藪千部を頁り齢した
好況であった．憧れに勢ひを得て，倫ほ一一・reの好結果を得んだめ，來年度の
第二巻は去る六月頃から原稿の作製にかNつて，同人たちが分細してるる．
こんさは編輯主任が山本一一清教授になった．そして七月末には早くも編輯
の大部分を終り，八月二十日から原稿は印刷場の方へ迭られ，八月二十七
日から以後，目下績々校正中である．此の分ならば十一月中には市場へ出
るだらう．
　内容にも可なり刷新が加へられてるる．多くは頁撒唐墨であって，例へ
ば，巻頭言の新宣言は言ふまでもないこEであり，暦の上の1929年にも夏
に世界的見地からの改造があり，星座欄には古文穿や文學書に見えるやう
な珍らしい星座名の一覧表を加へ，「天球」の説明には一一ff大の圖を加へ，
太陽や月の表は内容を十倍して，毎日の位置や慶動を載せ，爾ほ太陽や月
の美しい爲眞を多く加ヘナこ、來年は月蝕は無いが，日蝕2回のうち五月九
口の方は大に力こぶを入れて計算や圖を入れてみる．小遊星の表ε説明文
Sは全然組み換へ大畑張，又，各遊星表にも多くの改良を加へ，天王星こ
海王星εは観測者の便利のために星圖を入れた。彗星の表にも新味を加へ，
爾ほ説明文中にハレイ，エンケ等の大切な星の表を年高しtc．恒星の一般
解説は倍加し，大星圖は改良した．又，新たに北極星の位置や離角の表を
加へ，攣光星部では不規則星や新星の欄を倍大にした。双，光度曲線を嘲
いた．連星では翫知軌道の総表ε軌道圖を加へ，星雲の部では渦巻星雲の
新知識を文ε爲眞εで追加，大宇宙の購造に面する頁を新ナこに作った．緯
度弘化要素表には水澤の槻測所の構威者の助力を得た．叉，日本に於ける
地球重力の一一覧表や，赤経赤緯こ銀経銀緯：Sの封照顧は本號猫特のもので
ある・本邦天文學者一覧表も珍らしいものである．
　全艦の頁数は約310頁になつfe．しかし慣は多分1．50圓が維持されるだ
らう．
